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＜連絡事項＞
・本日、院内研修実施予定。
＜患者様連絡事項＞
・千葉　隆夫様～療養環境変更目的にて東Cユニットから南Cユニットへ転出。
・立桶　真樹子様～11/1西病棟Aユニットへ転出予定。
・木村　格治様～シンラック液残なく、3本処方。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・藤井　崇史様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつ開放観察実施。開放時間が迫ると大声を出し、時間を待てない様子はあるが、開放後は独語あるが他者干渉はなく経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。女性スタッフに付きまとう事や、自室内の弄便行為あり介入。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。飲水については、トイレの水を止める事でトイレでの飲水は制止出来ているが、トイレ後の不潔行動あり。本人への介入方法について再度検討が必要。
・和田　昌様～終日隔離中。各食時間をかけながらも全量摂取。服薬拒否無し。バイタルサイン異常は無いが、たまに咳はあると訴える。ほとんどを臥床して過ごしている。引き続き精神症状と身体症状の観察を行うとともに、感染対策を徹底し早期に状態が改善出来るように看護介入を行っていく。
＜要注目患者様＞
・鹿原　博夫様～発熱無く経過。食事は全量摂取しているが、活気の無さ見られる。痰絡みあり適宜吸引施行。左臀部の発赤・硬結・腫脹著明。
・夏坂　浩美様～昨日から40℃～38.9℃の発熱あり、今朝37.6℃。体熱感はあるが他不調の訴えなし。仙骨部の発赤再発している。本日八戸赤十字病院受診の為、9：30から外出している。
・嶋守　敏雄様～他室侵入あり説明にも内容を理解できずにいる。トイレ動作は自力で行えており、トイレの場所も覚える事が出来ている。
・神田　直樹様～多弁・干渉は続いているが、話の切り上げは出来ている。宗教に関する発言や、今後の就労に関する発言聞かれ、説明にも受け入れられない。
